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ば
な
ら
ず
測
定
分
析
は
困
難
を
極

め
る
。
他
方
、
今
後
水
質
基
準
と

し
て
な
ん
ら
か
の
検
査
が
義
務
付

け
さ
れ
た
場
合
に
は
市
場
ニ
ー
ズ

は
さ
ら
に
高
ま
る
見
通
し
だ
。
日

吉
は
最
新
鋭
機
器
と
生
物
検
定
法

の
２
本
柱
で
分
析
体
制
を
厚
く
す

る
。
測
定
分
析
業
を
支
え
る
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
も
活
性
化
。
Ｒ
ｅ

ｓ
ｔ
ｅ
ｋ
（
レ
ス
テ
ッ
ク
）
は
ほ

ぼ
手
つ
か
ず
の
超
短
鎖
か
ら
短
鎖

の
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
分
析
に
特
化
し
た
メ

ソ
ッ
ド
開
発
に
先
手
で
切
り
込

む
。
ウ
ェ
リ
ン
ト
ン
ラ
ボ
ラ
ト

リ
ー
ズ
ジ
ャ
パ
ン
の
「
３
種
混
合

標
準
品
」
は
代
表
的
な
３
物
質
に

絞
り
試
料
を
ま
と
め
た
こ
と
で
価

格
を
抑
え
て
普
及
を
図
る
。
日
本

代
理
店
発
、
グ
ロ
ー
バ
ル
社
の
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
商
品
に
採
用
さ
れ

た
。か

つ
て
公
害
問
題
を
引
き
起
こ

し
た
局
所
・
集
中
・
単
一
の
物
質

も
参
加
。
６
月
以
降
、
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ

フ
リ
ー
の
採
水
器
具
を
用
い
た
濃

度
測
定
や
「
ス
ナ
ッ
プ
サ
ン
プ

ラ
ー
」
に
よ
る
取
水
井
戸
の
各
ス

ク
リ
ー
ン
位
置
に
お
け
る
濃
度
比

較
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

こ
の
ほ
ど
ま
と
め
ら
れ
た
中
間

報
告
に
よ
る
と
、「
各
務
原
市
が

定
期
的
に
実
施
し
て
い
る
検
査
結

果
と
相
違
な
い
こ
と
」
や
「
Ｐ
Ｆ

Ａ
Ｓ
フ
リ
ー
ポ
ン
プ
と
ス
ナ
ッ
プ

サ
ン
プ
ラ
ー
の
採
水
器
具
の
違
い

に
よ
る
濃
度
の
違
い
は
な
い
こ

と
」「
上
部
帯
水
層
お
よ
び
下
部

帯
水
層
に
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
＋
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ

濃
度
の
違
い
は
な
い
こ
と
」
な
ど

が
確
認
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
上
部

帯
水
層
と
下
部
帯
水
層
は
同
様
の

汚
染
状
況
と
判
断
さ
れ
た
が
、
今

回
の
結
果
か
ら
地
表
面
か
ら
下
部

帯
水
層
ま
で
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
汚
染
が
広

が
っ
て
い
る
こ
と
や
上
部
帯
水
層

の
透
水
性
が
高
く
下
部
帯
水
層
ス

ク
リ
ー
ン
部
で
の
水
の
流
れ
が
止

ま
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
こ

と
、
下
部
ス
ク
リ
ー
ン
部
が
閉
塞

し
て
お
り
地
下
水
の
流
入
が
止

ま
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と

―
―
な
ど
を
推
定
し
て
い
る
。

今
回
の
地
下
水
濃
度
の
結
果

が
、
ス
ク
リ
ー
ン
部
の
閉
塞
に
よ

り
地
下
水
流
入
が
止
ま
っ
て
お

り
、
下
部
帯
水
層
の
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
濃

力
な
対
策
技
術
と
し
て
研
究
が
進

む
。
流
機
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
は

独
自
の
フ
ィ
ル
タ
ー
技
術
で
粉
末

活
性
炭
な
ど
吸
着
剤
の
地
下
水
で

の
浄
化
作
用
を
最
大
化
す
る
処
理

シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
商
品
化
も
構

想
す
る
。
ア
ド
バ
ン
テ
ッ
ク
東
洋

は
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
除
去
に
特
化
し
た
活

性
炭
フ
ィ
ル
タ
ー
を
カ
ー
ト
リ
ッ

ジ
と
し
て
製
品
化
し
販
売
拡
大
を

図
る
。
大
流
量
に
も
対
応
さ
せ
ら

れ
る
よ
う
さ
ら
な
る
開
発
に
力
が

入
る
。
多
様
な
機
能
を
併
せ
持
つ

粘
土
、
ベ
ン
ト
ナ
イ
ト
を
使
っ
た

吸
着
材
「Fluoro Sorb

（
フ
ル

オ
ロ
ソ
ー
ブ
）」
で
活
性
炭
の
数

倍
と
い
う
吸
着
性
を
訴
求
す
る
の

は
ボ
ル
ク
レ
イ
・
ジ
ャ
パ
ン
だ
。

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
は
環
境
中
で
ご
く
微

量
で
あ
る
上
、
厳
密
に
リ
ス
ク
を

回
避
す
る
た
め
に
は
１
万
種
に
の

ぼ
る
と
も
い
わ
れ
る
膨
大
な
種
類

の
関
連
物
質
を
調
べ
上
げ
な
け
れ

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
の
分
布
を
的
確
に
把
握

す
る
こ
と
だ
が
、
同
社
で
は
、
Ｐ

Ｆ
Ａ
Ｓ
フ
リ
ー
の
採
水
器
具
や
Ｐ

Ｆ
Ａ
Ｓ
も
対
象
と
し
て
い
る
多
深

度
地
下
水
採
水
技
術
「
ス
ナ
ッ
プ

サ
ン
プ
ラ
ー
」（
Ｑ
Ｅ
Ｄ
社
製
）

を
導
入
。
こ
れ
は
、
目
的
の
深
度

で
密
栓
で
き
る
特
殊
な
容
器
を
有

し
た
サ
ン
プ
ラ
ー
で
、
複
数
容
器

を
吊
り
下
げ
て
多
深
度
で
採
水
す

る
こ
と
が
で
き
、
井
戸
か
ら
回
収

さ
れ
た
密
閉
容
器
は
、
分
析
の
た

め
に
直
接
ラ
ボ
に
送
ら
れ
る
た

め
、
サ
ン
プ
ル
移
送
中
の
揮
発
ロ

ス
が
発
生
し
な
い
こ
と
な
ど
が
特

長
に
な
っ
て
い
る
。

各
務
原
市
で
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
の

多
深
度
採
水
を
実
証
…
帯

水
層
ご
と
の
分
布
を
確
認

同
社
で
は
実
汚
染
現
場
に
お
い

て
「
ス
ナ
ッ
プ
サ
ン
プ
ラ
ー
」
の

有
効
性
を
確
認
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
水
道
水
源
井
戸
か
ら
Ｐ
Ｆ
Ａ

Ｓ
が
検
出
さ
れ
て
い
る
岐
阜
県
各

務
原
市
が
実
施
す
る
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
処

理
技
術
の
性
能
に
関
す
る
試
験
に

に
よ
る
環
境
汚
染
と
異
な
り
、
広

範
に
わ
た
り
微
量
に
分
布
す
る
多

様
な
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
が
引
き
起
こ
す
目

下
の
環
境
リ
ス
ク
に
国
内
の
キ
ー

プ
レ
イ
ヤ
ー
は
ど
う
臨
む
か
。

度
の
現
状
を
反
映
で
き
て
い
な
い

可
能
性
が
あ
る
た
め
、
他
の
水
源

井
戸
に
て
同
様
の
試
験
を
実
施
す

る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
判
断
す
る

と
し
て
い
る
（
表
）。

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
を
吸
着
し
拡
散
を
防
止

す
る
「
プ
ル
ー
ム
ス
ト
ッ
プ
」

分
布
等
が
把
握
で
き
た
と
こ
ろ

で
重
要
な
の
が
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
を
広
げ

な
い
地
下
水
汚
染
拡
大
防
止
対
策

技
術
だ
が
、
同
社
で
は
、「
プ
ル
ー

ム
ス
ト
ッ
プ
」（
リ
ジ
ェ
ネ
シ
ス

社
製
）
に
よ
る
原
位
置
拡
散
防
止

対
策
を
主
力
の
提
案
技
術
に
し
て

い
く
考
え
だ
。

「
プ
ル
ー
ム
ス
ト
ッ
プ
」
は
、

１
〜
２
マ
イ
ク
ロ
㍍
の
コ
ロ
イ
ド

状
の
活
性
炭
を
使
う
技
術
で
、
地

中
に
広
く
拡
散
し
、
素
早
く
有
害

物
質
を
吸
着
し
て
拡
散
を
防
止
す

る
と
と
も
に
、
土
着
の
有
害
物
質

分
解
微
生
物
の
活
性
を
高
め
、
有

機
塩
素
系
化
合
物
（
Ｖ
Ｏ
Ｃ
類
）

や
Ｔ
Ｐ
Ｈ
な
ど
石
油
系
炭
化
水

素
、
農
薬
な
ど
の
分
解
を
加
速
さ

せ
る
。
粉
末
活
性
炭
は
土
粒
子
に

吸
着
し
な
い
が
、
プ
ル
ー
ム
ス

ト
ッ
プ
は
土
粒
子
を
コ
ー
テ
ィ
ン

グ
し
な
が
ら
素
早
く
移
動
す
る
こ

と
が
分
か
っ
て
お
り
、
こ
の
プ

ル
ー
ム
ス
ト
ッ
プ
を
低
圧
で
注
入

す
る
こ
と
で
、
水
み
ち
を
作
ら
ず

に
土
壌
中
に
拡
散
さ
せ
、
吸
着
・

分
解
を
促
進
す
る
こ
と
が
で
き
る

と
し
て
い
る
。

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
に
対
し
て
も
２
０
１

７
年
に
カ
ナ
ダ
で
実
施
さ
れ
て
い

た
Ｔ
Ｐ
Ｈ
の
対
策
で
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
の

濃
度
も
下
が
っ
て
い
る
こ
と
が
確

認
さ
れ
た
後
、
米
国
で
も
Ｐ
Ｆ
Ａ

Ｓ
対
策
と
し
て
工
場
跡
地
や
軍
用

施
設
な
ど
40
件
を
超
え
る
実
績
を

積
ん
で
い
る
。

「
プ
ル
ー
ム
ス
ト
ッ
プ
」
の
日

本
国
内
で
の
独
占
販
売
権
を
有
す

る
同
社
で
は
、
Ｖ
Ｏ
Ｃ
類
を
対
象

と
し
た
土
壌
・
地
下
水
汚
染
対
策

と
し
て
実
績
を
上
げ
て
お
り
、
東

京
都
が
昨
年
度
か
ら
実
施
し
て
い

る
「
工
場
跡
地
に
お
け
る
持
続
可

能
な
土
壌
汚
染
対
策
支
援
事
業
」

に
お
い
て
、「
プ
ル
ー
ム
ス
ト
ッ

プ
」
を
活
用
し
た
「
化
学
酸
化
剤

を
用
い
た
原
位
置
浄
化
と
活
性
炭

を
用
い
た
透
過
性
地
下
水
浄
化
壁

の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
工
法
」
が
地
下

水
汚
染
の
拡
大
防
止
技
術
と
し
て

選
定
さ
れ
て
い
る
。

詳
細
な
分
布
把
握
の
上
で
、
必

要
な
個
所
に
適
切
に
「
プ
ル
ー
ム

ス
ト
ッ
プ
」
を
注
入
す
る
こ
と
で

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
の
拡
散
防
止
を
防
ぐ
こ

と
が
可
能
に
な
る
ほ
か
、
一
度
注

入
す
れ
ば
以
降
は
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

フ
リ
ー
で
管
理
が
可
能
と
い
う

「
プ
ル
ー
ム
ス
ト
ッ
プ
」
の
特
長

か
ら
、
地
下
水
を
利
用
す
る
事
業

者
を
中
心
に
今
後
、
大
き
な
関
心

を
集
め
そ
う
だ
。

（
エ
コ
ビ
ジ
ネ
ス
ラ
イ
タ
ー
・
名

古
屋
悟
）

有
機
フ
ッ
素
化
合
物
（
Ｐ
Ｆ
Ａ

Ｓ
）
へ
の
さ
ら
な
る
対
策
が
動
き

出
し
た
。
内
閣
府
食
品
安
全
委
員

会
は
今
年
、
そ
の
一
部
に
健
康
へ

の
悪
影
響
を
認
め
１
日
の
耐
容
量

を
示
す
指
針
値
を
ま
と
め
た
。
環

境
省
は
水
環
境
へ
流
出
し
や
す
い

特
徴
も
持
つ
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
に
対
し
、

市
民
生
活
へ
影
響
が
大
き
い
水
道

水
の
水
質
管
理
上
の
取
り
扱
い
を

改
め
る
検
討
を
始
め
、
水
源
と
な

る
公
共
水
域
・
地
下
水
の
監
視
を

強
め
る
。
規
制
で
先
行
す
る
米
国

や
欧
州
各
国
の
状
況
を
注
視
し
科

学
的
な
知
見
を
踏
ま
え
て
対
応
を

図
る
。

国
内
企
業
も
対
策
技
術
の
開
発

を
加
速
。
ゼ
ネ
コ
ン
、
エ
ン
ジ
ニ

ア
リ
ン
グ
各
社
は
そ
れ
ぞ
れ
に
独

自
性
を
打
ち
出
す
。
大
林
組
は
土

壌
の
重
金
属
対
応
で
培
っ
た
不
溶

化
処
理
を
国
内
で
初
め
て
Ｐ
Ｆ
Ａ

Ｓ
汚
染
に
適
用
し
た
。
大
成
建
設

土
壌
・
地
下
水
汚
染
の
原
位
置

浄
化
で
高
い
実
績
を
誇
る
エ
ン
バ

イ
オ
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
（
東

京
都
千
代
田
区
）
は
、
近
年
社
会

的
関
心
が
高
ま
り
続
け
て
い
る
有

機
フ
ッ
素
化
合
物
（
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
）

に
つ
い
て
も
培
っ
た
技
術
力
を
踏

ま
え
た
対
応
サ
ー
ビ
ス
を
提
案

し
、
注
目
を
集
め
て
い
る
。
地
下

は
透
過
性
地
下
水
浄
化
壁
工
法

「
マ
ル
チ
バ
リ
ア
」
の
対
象
に
Ｐ

Ｆ
Ａ
Ｓ
を
追
加
。
米
国
市
場
の
実

績
を
引
っ
さ
げ
て
「
分
級
・
泡
沫

分
離
処
理
技
術
」
の
国
内
展
開
を

狙
う
の
は
清
水
建
設
だ
。
イ
オ
ン

交
換
樹
脂
を
使
っ
た「De-POP`s 

ION

（
デ
ポ
ッ
プ
ス
イ
オ
ン
）」

の
処
理
能
力
を
誇
る
の
は
前
田
建

設
工
業
。
奥
村
組
が
研
究
機
関
と

協
力
し
超
強
力
酸
化
触
媒
を
使
っ

た
無
害
化
の
研
究
を
進
め
て
い

る
。
土
壌
・
地
下
水
汚
染
対
策
で

実
績
多
数
の
エ
ン
バ
イ
オ
・
エ
ン

ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
は
強
み
と
自
負
す

る
調
査
か
ら
対
策
へ
の
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
を
こ
の
分
野
で

も
貫
く
構
え
。
大
手
建
設
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
の
建
設
技
術
研
究
所
ら

も
、
総
合
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
事

業
に
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
対
策
を
組
み
込
む

こ
と
で
対
応
力
を
売
り
込
む
。

特
に
活
性
炭
へ
の
吸
着
法
は
有

の
目
に
見
え
な
い
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
の
分

布
を
的
確
に
把
握
し
、
効
果
的
に

拡
散
防
止
を
行
う
技
術
に
よ
り
持

続
可
能
な
対
策
（
図
）
を
実
現
す

る
同
社
の
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
対
応
に
焦
点

を
当
て
る
。

コ
ン
タ
ミ
を
防
ぎ
、地
下
に
お
け
る

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
分
布
を
的
確
に
把
握

同
社
の
原
位
置
浄
化
対
策
の
ポ

イ
ン
ト
は
、
調
査
か
ら
計
画
、
対

策
ま
で
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
提
供
す

る
サ
ー
ビ
ス
だ
が
、
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
に

つ
い
て
も
同
様
の
考
え
に
基
づ
き

提
案
す
る
。

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
の
地
下
水
汚
染
調

査
・
分
析
で
重
要
な
の
は
、
コ
ン

タ
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
防
ぐ
こ
と
、

エ
ン
バ
イ
オ
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

図　�エンバイオ・エンジニアリングの
PFASワンストップサービス

表　�各務原市におけるPFAS地下水
モニタリング試験結果

画像はイメージ

各
社
の
技
術
・
製
品

自
治
体
・
政
府
・
企
業
の
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
対
策
に
貢
献

地
下
水
中
の
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
を
的
確
に
把
握
し
、効
果
的
に
拡
散
防
止

潜
在
す
る
リ
ス
ク
、
先
発
の
優
位
を
握
れ
る
か

規制のゆくえ、
固唾飲む企業

調
査
か
ら
計
画
策
定
、対
策
ま
で
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で

地下水モニタリングの実施内容
評価対象 評価基準 地点 採水・分析時期

地下水 PFOS＋
PFOA

No.10 号
取水井戸

・10号井戸ポンプ撤去前
・�PFAS フリーポンプ（メガモンスー
ンポンプ）による揚水時

・�QED 社製スナップサンプラーによ
る採水（上下スクリーン位置）

地下水モニタリングの分析結果

評価対象 単位 帯水層
位置

6月 3日採水
（井戸ポンプ
撤去前）

6月 4日採水
（PFAS フリー
ポンプ）

6月 10日採水
（スナップサン

プラー）
ペルフルオ
ロオクタン
スルホン酸
（PFOS）

ng/L
上部

下部
240

170

250

220

200

ペルフル
オロオク
タン酸
（PFOA）

ng/L
上部

下部
34

29

33

31

35

ＰＦＡＳ対策特集 ――調査、測定分析から浄化技術まで




